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ユニバーサルデザインの授業づくりに関わる研究

研究員 門倉 恭子（二本松小学校）

鈴木 文江（大野台中央小学校）

中里 勝也（麻溝台中学校）

大谷 真信（中央中学校）

保延 理恵（総合学習センター）

一人でも多くの児童生徒の学びに通じる授業づくりは、教員のすべてが意識し、実践して

きた発想である。その実践の中で、特別な支援が必要な児童生徒にとっての支援は、どの子

にとっても「あると便利な支援」であると捉え、参加しやすい環境、安心できる学級をつく

った上でよりわかりやすい授業づくりを目指したものが「ユニバーサルデザインの授業づく

り」である。支援教育で培われた専門的な支援を教科教育に取り入れることで、多様なニー

ズに対応していくことが可能になり、より多くの児童生徒の理解に通じる。

一斉授業の中で指導可能な支援の手だてを考えていく。そこには教科の特性・ねらいをふ

まえ、さらに児童生徒の学び方の特徴を把握することも必要であり、児童生徒、学級の状態

に即したオーダーメイドのデザインの側面ももっている。

「ユニバーサルデザインの授業づくり」について研究を深め、考え方を広め、教育実践に

つなげていきたい。

Ⅰ．研究のねらい

ユニバーサルデザインの授業づくりは、「す

べての児童生徒にとって参加しやすい環境を

作った上で、すべての児童生徒が理解できる

授業をめざす」という考え方である。多くの

教師が今までに試行錯誤しながら取り組んで

きたことであり、実現したいと努めているこ

とである。この研究は、今までのその姿勢を

整理し、より効果的な方法を考え、ユニバー

サルデザインの基本理念や手法を広め、実践

につなげていくことがねらいである。

通常学級の中では、発達障害の特性があっ

たり、学び方に特徴があったりする児童生徒

も一斉に授業を受けている。支援が必要な子

どもに対しては、柔軟な対応をし、様々なサ

ポートを行ってきている。サポートをクラス

全体に広げることにより、特別に支援が必要

な児童生徒だけではなく、どの児童生徒にと

っても学びやすい環境、わかりやすい授業へ

と近づけることができる。そういった方法は、

どのような手だてなのかを具体的に検証する

とともに、実践の場で生かせるような研究を

し、提案をしていきたいと考える。また、実

践を重ねることで、その有用性を実感できる

ような研究を進めていく。

Ⅱ．研究内容

１ 学級経営におけるユニバーサル

デザイン

「すべての児童生徒が理解できる授業」を

を作るためには、すべての児童生徒にとって

「参加しやすい環境」「安心できる学級」が

基盤として必要である。学習に集中したり参

加したりすることが難しい子どもにとって

は、気持ちを落ち着けられ、安心して取り組

める学習環境があれば、学習や活動の意欲を

かきたてられることだろう。

このことは、「授業のＵＤ化モデル(2012
版)」（授業のユニバーサルデザイン研究会）

における「参加階層」での「指導方法の工夫」

でも挙げられている。（図１）
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図１

そこで、学級経営におけるユニバーサルデ

ザインといえるものを整理した。（UD ＝ユ

ニバーサルデザイン）

《学級経営におけるＵＤの視点》

(１) 場や時間の構造化

(２) 刺激量の調整

(３) 目標やルールの明確化

(４) 相互理解の工夫

（１）場や時間の構造化

変化に弱い特性がある児童生徒は、場や時

間が構造的であるかどうかということに左右

される。環境が整理されていなかったり、予

定が曖昧だったりすると集中できず、落ち着

かない。整理整頓の方法や場所、時間の流れ

などを明確に示すことが支援になる。

ものの置き場所を決める

置き方を一目でわかるように整理する

教室内のものは決められた場所に配置し、

誰もが探すことなく利用できる環境を整え

る。学習や作業の効率を上げるためにも大切

な支援は、誰にとっても便利な支援である。

特に「変化」に弱い特性がある児童生徒にと

っては、「変化」から生じるパニックを防ぎ、

学習、作業に集中して取り組める時間を増や

すことができる。

また、置き場所や置き方が一目でわかるよ

うな表示や整理の仕方の工夫をすることで、

整理整頓をする習慣が身につき、「大体」と

いうニュアンスが苦手な児童生徒にとっても

助けとなる。

日課表、時間割の表示

連絡黒板の活用

変化に弱い特性がある児童生徒は、突然の

予定変更にパニックになるケースも少なくな

い。また、障害の有無に関わらず、児童生徒

にとって予定されていないことに柔軟に対応

することは容易なことではない。その日の予

定や週の予定などが一目でわかるような表示

があることや、変更がある場合はできるだけ

早く、わかりやすい形で連絡することで、変

化に伴って「どうするべきか」をすばやく考

える習慣を身につけることができる。

（２）刺激量の調整

刺激の量という状況に左右されやすい児童

生徒は、刺激が多すぎると集中できない状況

となる。視覚や聴覚への刺激を調整すること
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で、集中できる時間が増える。

掲示物の工夫

黒板に集中して目を向けられるようにする

ために、黒板周りの掲示物の量を調整するこ

とも支援となる。

教室のロッカー等への工夫

「カーテン等で目隠しをして刺激物が見え

ないようにする」「ものの置き場所を決める」

等、整理整頓された環境にする。

刺激となる音への配慮

音の大きさについて、視覚化することで調

整がしやすくなる。

外部からの音の刺激「聴覚刺激」に対する

配慮も必要である。また、聴覚過敏の児童生

徒には、場合によってはヘッドホンなどの「オ

プション」を使用することで音を制御するこ

とが可能になる。

座席位置の配慮

落ち着いた環境で学習を進めるには、個の

特性に応じて、刺激の少ない座席位置に配慮

することも大切である。また、近くにお手本

となる児童生徒を座らせるなどの工夫も有効

である。

グループ活動については、グループのメン

バーや人数にも配慮して座席位置を決めてお

く必要がある。また、中学校は教科担任制で

あるので、各教科で活用するグループについ

て、教師間で共通理解を図っておくことも大

切である。

（３）目標やルールの明確化

曖昧な状況が耐えられなかったり、イメー

ジするのが苦手だったりという特徴がある児

童生徒の支援としては、ルールを明確にする

ことでトラブルを回避することができる。ま

た、目標を設定し、達成することで自信をも

ち、自尊感情を高めることにもつながる。

学級目標の視覚化

高機能自閉症やアスペルガー症候群の子ど

もは、「想像力の障害」があると言われてい

る。目標をわかりやすく視覚化することによ

り、目標が明確になり、確認することができ

る。

学級目標のスモールステップ化

クラスの実態に合わせ、目標を１つずつ作

り上げていくことや、振り返りをしていくこ

と（スモールステップ化）で、意欲の継続も

図られていく。

ルールの視覚化

耳からの情報だけでは記憶にとどまらない

ことも、ルールを視覚化することで、記憶が

定着し、有効に働くというケースもある。わ

かりやすく、シンプルに掲示し、視覚化によ

るルールの定着をしていくことが大切であ

る。
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ルールの全体での確認

ルールを定着させていくためには、全体の

雰囲気も大切である。ルールを共有化し、お

互いが守り、気をつけていく態度が必要であ

る。そのための手立てとして、学年の最初に

全体で確認することが有効である。

（４）相互理解の工夫

周囲のペースにあわせることが苦手だった

り、多くの級友と感じ方が違ったりすること

で、傷ついて二次的な障害を引き起こすケー

スが考えられる。

誰もが同じように大切にされる学級である

ように、児童生徒相互が理解し合える学級づ

くりの工夫が大切である。

個人ノート・日記等の活用

教師は、子どもが書いた個人ノートや日記

を通して子どもの内面を知ることができる。

また、子どもは、書く作業を通して、自分の

考えを整理し、互いの考えを伝え合う力がつ

き、コミュニケーション能力を高めることに

もなる。教師による意図的な支援、指導の言

葉を直接伝えることも可能である。

教育相談期間の設定

直接面談を行うことにより、子どもの表情

や声などからもその気持ちを読み取ることが

できる。保護者との面談においては、児童生

徒理解につながり、子どもの良さを共有する

ことができる。

学級通信の活用

子どもたちや学級の様子を生き生きと伝え

ることや、学校や教師の考えを保護者に向け

て直接伝えることができる。

２ 学級経営におけるユニバーサ

ルデザインの効果について

（１）アンケート実施のねらい

１で述べた「学級経営におけるユニバーサ

ルデザイン」について、多少なりとも効果が

あると研究員は捉えているが、児童生徒、教

員の実態、意識はどうなのか、その把握の必

要性を感じ、調査することとした。

①実施時期：平成２４年２月～３月

②調査対象：研究員所属校職員（53 名）

児童（4年生 95名、 5年生 140名
6年生 128名）

生徒（2年 231名）

③調査方法：質問紙

内容は、児童生徒を対象としたものでは、

「教室環境の刺激物となり得るものをどのよ

うに感じ、捉えているか」や、「座席配置」

に関する質問調査とした。また、教職員を対

象として「ユニバーサルデザイン」の考え方

に関する認知度や、実際に教室環境と座席配

置についてどのような意識をもって実践して

いるかの質問調査を行った。

（２）アンケート結果とその分析

児童生徒を対象とした「学習環境アンケー

ト」の結果とその分析内容を以下に示す。

小学生の結果 小学生の結果

Ｑ１は黒板周りの掲示物（視覚的な刺激物）

に関する質問である。「黒板周りの掲示物が

授業中に気になる」と答えた小学生は全体の

14 ％であった。（グラフは省略するが、中学

生は 18％であり、ほぼ同様の結果となった。）

この結果、一部の児童生徒に対してではある

が、黒板周りの掲示物が授業への集中力の妨

げとなっていることが確認できた。また、Ｑ

２の「黒板上の掲示物が気になるか」という

質問に対しても、小学生で 13％、中学生で 19
％が「気になる」と答えており、この２つの
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質問から教室の前面は、掲示をできる限りす

っきりとさせ、授業に関係のないものの掲示

は極力さけることが支援となると言えること

がわかった。特に配慮を要する児童生徒を個

別にみた場合、多動傾向にある児童生徒は、

掲示物を気にする傾向が強くなっていること

もわかった。

小学生の結果 中学生の結果

Ｑ３は、「掲示物以外で気になることがあ

るか」という質問である。アンケートの結果、

小学生で 36％、中学生で 44％が「気になる

ことがある」と答えており、小学生よりも中

学生の方が視覚以外の刺激を受けやすい傾向

があることがわかった。気になるものの内容

については、Ｑ４において質問をした。

小学生の結果

中学生の結果

Ｑ４で「掲示物以外で気になるものは何か」

という質問をしたところ、「音」による刺激

に対して「気になる」と答えた児童生徒が多

いことがわかった。「音」には、外から聞こ

えてくるものや友達のおしゃべりなど、様々

な種類があるが、中でも、「友達のおしゃべ

り」が気になっている児童生徒は多く、特に

中学生では、35 ％の生徒が「気になる」と

答えており、25％であった小学生に比べて、

大きな影響を与えていることがわかった。こ

れは、思春期に入り、周囲の環境を気にする

ようになった中学生の心の成長が影響してい

るものと思われる。その他、「外の音」も気

になる児童生徒の割合も多く、それらをでき

るだけ取り除くことで、学びやすさを向上さ

せることができると考えられる。そのための

配慮や工夫を積極的に考えていく必要がある

だろう。

小学生の結果 中学生の結果

小学生の結果 中学生の結果

Ｑ５・７は、「授業に集中できる席はある

か」「授業に集中しにくい席はあるか」とい

う座席位置の質問であった。双方の質問とも、

中学生の方が、「はい」と答えた生徒の割合

が多く、座席に対するこだわりが強いことが

わかった。

Ｑ６では集中しやすい座席位置について、

記述式で理由も含めて質問した。その結果、

児童生徒それぞれに集中できる座席があり、

理由はまちまちであることがわかった。また、



-  6  -

- 6 -

集中しにくい座席については、２つのパター

ンに分類できた。

①環境に起因する内容

（黒板が見にくい。聞こえづらい、暗い、

直射日光がまぶしい、すきま風で寒い 等）

②心理的影響に起因する内容

（先生と近すぎる、周りに囲まれると落ち着

かない 等）

特に小学校高学年から中学にかけては、「心

理的影響」によって、集中しにくいと感じる

傾向が強くなっていることがわかった。これ

は、思春期の子どもが、周囲からの目を気に

する傾向にあるため、教員に近い座席や教室

の中心にある座席が集中しづらいと答えたも

のと思われる。

次に、教職員を対象としたアンケートの結

果である。 （ＵＤ＝ユニバーサルデザイン）

Ｑ１・２・３は、「授業のユニバーサルデ

ザイン」についての質問である。

授業のユニバーサルデザインを知っている

かという質問については、約半数の教員が「知

らない」と回答しており、認知度があまり高

くないことがわかった。しかし、「取り入れ

てみたいか」という質問について、「いいえ」

と答えた教員はおらず、「授業のユニバーサ

ルデザイン」を広めていく意義が十分にある

ことがわかった。

また、「教室掲示配慮事項」と「教室内の

ものの配置等」に関する質問では、「わかり

やすさ・大きさや色の効果・刺激を抑えるこ

と」を意識した回答が多くあり、ユニバーサ

ルデザインの基本的な考え方が、経験により

自然と浸透していることがうかがえた。様々

な場面で、多くの教員が「派手にならず、落

ち着ける」「機能性重視＋わかりやすさ」を

意識していることがわかった。

さらに、座席の配慮に関する質問において

は、視力・聴力などの健康面での配慮を第一

にしているの意見が多かったが、実際はくじ

引きなど機械的な割り振りをしていることが

少なくないことがわかった。前述の児童生徒

アンケートからわかったように、座席位置が

与える学習状況への影響は大きいと思われる

ため、個々の特性を理解し、十分に配慮をし

た座席決定を心がけたい。

３ 授業実践

（１）実践内容について

ユニバーサルデザインの視点を授業の中に

取り入れることで、「全員が参加できる授業」

につながる。集中しやすい環境と、個々の学

びのスタイルに応じた指導として、下に示す

４つの視点を取り入れた授業改善を行った。

以下にその実践例とその成果・課題を示

す。

《授業づくりにおけるＵＤの視点》

Ａ 教材・教具を工夫し、視覚化する。

Ｂ 作業・活動を取り入れ、参加の促進を

図る。

Ｃ 授業の流れがわかるように提示し、時

間の構造化を図る。

Ｄ グループワークなどを取り入れ、学習

内容の共有化を図る。

【実践例１】 中学校３年 数学

① 教材名：「二次方程式」

② 目 標：「二次方程式を具体的な場面で活

用するよさに気づく。」「ある事象の中に
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規則性を見つけ、二次方程式を利用し、

求めたい数を導けるようにする。その際、

帰納的な考え方にとどまることなく、演

繹的な見方ができるようにする。」

③ ユニバーサルデザインの視点

Ｃ時間の構造化 Ｄ学習内容の共有化

④ 成果と課題

授業の流れを明確にし、生徒が活動する

時間を予め指定することにより、生徒にとっ

て学びやすい授業になった。また、授業の中

に簡単な作業を取り入れた。この手だてによ

り、数学が苦手な生徒も授業に参加できた。

本授業において、最も成果のあったことと

しては、課題解決を目的とする授業において

は、「個で考える時間」→「小グループによ

る話し合いの時間」→「全体で確認する時間」

という流れで学習を進めることで、生徒の参

加の度合いが深まることである。授業の目的

に合わせて、学び方の多様性に対応していく

ことが重要である。

授業実践を通しての感想より（中学２年生）

視覚化

・黒板に紙を貼ったりしてわかりやすく思えまし

た。

参加の促進 学習内容の共有化

・グループ活動で教え合ったことで理解が深ま

り、よかった。

・グループでやる方が、みんなにわからないとこ

ろを聞けるし、楽しく考えられたからよかっ

た。

・最初は全然何をやっているのか理解できなかっ

たけれど、グループで話し合ったり、考えた

りしているうちにだんだんとわかるようにな

りました。

・みんなで協力してどの問題もスムーズにできて

いたと思う。

・一人でわからないまま終わるより、グループに

して教えてもらった方がわかったし、納得で

きた。

・班でやらなければわからなかったと思います。

否定的な感想として…

・前半、先生の説明に対する理解が曖昧なまま、

先に進んでしまい、グループ活動が大変だっ

た。

【実践例２】 小学校６年 算数

① 教材名：「場合の数 ～順序よく整理し

て調べよう～」

② 目 標：「具体的な事柄について、起こり

得る場合を順序よく整理して調べること

ができるようにし、筋道立てて考えを進

めていこうとする態度を身につける。」

③ ユニバーサルデザインの視点

Ａ視覚化 Ｂ参加の促進

Ｄ学習内容の共有化

④ 成果と課題

遊園地のイラストを提示し、自分の手元に

４種類の乗り物のチケットを持たせたこと

で、（何をするんだろう？）という興味をも
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たせる導入ができた。実際に、自分が乗りた

い順番にチケットを並べてみるという操作活

動は、個々に楽しみながら全員が学習に参加

できていた。自分なりの順番を発表する場面

は、正答がなく、自由な発言ができる場なの

で、学習意欲が低い児童や目立たない児童を

意図的に指名し、参加の促進を図ることがで

きた。本時の課題に迫る場面では、板書に色

分けしたチケットを貼りながら整理したこと

で、｢重なり」の意味が一目でとらえること

ができた。グループ内での発表では、進行役

や発表者を意図的に指名することで、スムー

ズに話し合いに入ることができた。話すこと

に抵抗のある児童には、話し方のパターンを

提示し、必要な数字を四角の中に入れて話す

ようにしたことで発表でき、自信につながっ

た。

導入の｢自分の乗りたい順序を考える」と

いう場面では、どの児童も関心が高く、楽し

く取り組んでいた。本時の課題｢乗り方には

どんな順序があるか、すべて探してみる」の

場面では、日常生活で使う必然性に結びつけ

る工夫がさらに必要であった。

【実践例３】 小学校１年 国語

① 教材名：「くじらぐも」

② 目 標：「場面の様子を想像し、その様子

が表れるように声に出して読むことがで

きる。」

③ ユニバーサルデザインの視点

Ａ視覚化 Ｂ参加の促進

Ｃ時間の構造化

④ 成果と課題

単元全体を通して、あらすじをとらえるた

めに挿絵を効果的に用いた。また、様々な音

読練習の手法を取り入れた。それらによって、

物語の世界をより自分のものとしてとらえ、

理解が深まり音読を生き生きとしたものとす

ることができた。ユニバーサルデザインの視

点から単元全体を見通して活動につなげてい

くことの良さを感じた。

【実践例４】 中学校３年 国語

① 教材名：「わたしを束ねないで」

② 目 標：「詩から読み取った作者の思いや

願いを表現するための朗読の工夫を考え

る。」

③ ユニバーサルデザインの視点

Ａ視覚化 Ｂ参加の促進 Ｃ時間の構造化

④ 成果と課題

Ａ視覚化については導入時に大型テレビを

活用し、画像提示を行ったことで前時の既習

内容の確認が短時間に行えた。また、授業中

に生徒のワークシートの書き込みをデジタル

カメラで撮影し、その場で大型テレビに映し

出したことで、考えの共有が即時に行えた。

友達のワークシートを参考にして、その良さ

を認め合い、自分の工夫にいかす場面として

も有効であった。日頃、集中することが難し

い生徒も画像によく注目していた。

教材の工夫に関しては、詩の表現理解のた

めの「しかけ文」を作成し、黒板中央に拡大

して掲示し、全体での音読を行った。「しか

け文」とは学習教材の詩の一部を加工したも
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ので、加工したことによる音読の違いに着目

させ、表現技法の効果を理解させる目的で行

った。その後の朗読の工夫では、多くの生徒

が表現技法に注意して朗読をしていた。

Ｂの参加の促進に関しては、詩の音読場面

で、全員起立し、ペアでの音読をし、読み終

えたら着席することとした。協力しなければ

友達が困るため、確実に全員の生徒が音読に

参加することができた。また、ペアで自分の

考えを説明する学習を定期的に行うことで、

自然に相談したり教え合う雰囲気を作ること

が可能である。継続してペア学習を取り入れ

てきたが、この手だては準備も不用で取り入

れることが比較的容易である。国語の授業で

はどのクラスにおいても参加の促進を図るた

めには有効であった。

Ｃの授業の流れと時間の構造化について

は、本時の学習目標と学習の流れをホワイト

ボードに記入し、導入時に提示した。

また、授業の進む中では、今がどの学習場

面に当たるのかを適宜、確認したことで授業

の見通しを持って学習に取り組む生徒が増え

た。授業展開においては学習活動の「内容」

と「時間」を明確に伝えることを意識して指

示を出した。（タイマーを活用した）さらに、

一人学び【個人で考える時間】とペア学習【仲

間の力を借りながら、交流を通じて学ぶ時間】

の相互をバランスよく取り入れたことで、授

業にメリハリがつき、集中力が持続した。

以下は、この授業も含め、年間を通しての

国語授業に対する生徒の感想である。

授業実践を通しての感想より（中学３年生）

視覚化

・写真があるようになって、どのような情景か想

像しやすくなった。

参加の促進 学習内容の共有化

・立ってペア読みをすることで相手がどのように

感じたかがわかる。

・ペアやグループで話すのは楽しかったし、コミ

ュニケーションの練習にもなった。

・ペアでスピーチとかをすることで自然に周りの

人と意見を言えるようになった。

・今までは話し合いとかがなかったから、ペアで

の交流によって、人によってこんなに違う意見

があるんだとわかった。

・グループで話し合うことにより、様々な人の考

えを理解することができました。

時間の構造化

・ホワイトボードを使って授業の流れを分かるよ

うにするのは、とっても良かった。

・授業についてはタイマーを使って目標になる時

間が分かりやすくなっていた。

・時間の目標があると時間内で話し合ったり、考

えたり、問題を解けるようになった。

その他

・一人ひとりがわかりやすいように説明していた

ことがよかった。

・具体的な例があると理解しやすい。

否定的な感想として…

・黒板に書くのが親切すぎるから自分なりのノー

トが作れない。

・ペアで話し合う時は２人だけじゃなくてもっと

いろんな人数でやってもいいと思う。

・ペアやグループの学習はあまりやらなくて良

い。指名もしないでほしい。風邪ひいてる時と

かつらい。

感想からは、特別な支援が必要な生徒への

支援は、多くの生徒も効果があると感じてい

ることが読み取れる。しかし、その丁寧さと

わかりやすさが逆に不自由に感じられたり、

強制と感じられたりする場合もあることがわ

かった。

⑤ 公開授業としての成果

この授業は、公開授業とし、２１名の参観

があった。

「全員が参加できる」学級・授業をつくっ

た上で、「理解」を深めていく学びの階層モ

デル（Ｐ２図１）で言えば、「参加」レベル
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に到達していなかった生徒が在籍する学級で

ある。この生徒への支援が、他の生徒への支

援にもつながるよう、授業づくりでの工夫を

図った。

参観者のＵＤの視点からの感想

・スモールステップで指示を出す、見通しを持た

せることなどは支援の必要な生徒の学習促進

だけでなく、学力の高い子どもの理解を深め、

その子どもが指導、支援する側に回り、コミ

ュニケーション力、集団力をつけさせると改め

て感じ、自分も工夫していかなくてはと思いま

した。

・授業にはいろいろな工夫が満載されていまし

た。どれも生徒にとって有効なものでした。

また、取り組みと取り組みの間に話される言葉

が的確で生徒への励ましや褒め言葉であり、感

心しました。

・授業の流れをつくるために目標を提示し、大切

な場面ではその目標に戻ることや生徒の良い作

品はモデルとして提示することで全員安心して

参加できるなど、自分の授業の中でも活用して

いきたいと思いました。

・昨年、支援級を担任して視覚や聴覚への訴え

の有効性を実感していながらも今年、通常級で

活用しきれていなかったことを痛感させられま

した。

・簡潔に指示を出す、注目のさせ方（手をたたく、

手を挙げるなど）、視覚（テレビ、拡大した紙、

）で訴える、支援を要する生徒への手だて（ワ

ークシートなど）→思考が止まったら一度、一

人学びを止めてテレビで確認など、具体的な手

だてがいっぱいありました。

・短い言葉で分かりやすい指示を出すとか、視覚

的なものを使ってひきつけるなどクラスの生徒

にあった工夫がされていてすごいなと思っ

た。

（２）授業実践の成果

ユニバーサルデザインの視点を取り入れた

２年間の授業実践を継続して行ったことで、

教師側、児童生徒側の変化がそれぞれとらえ

られた。

まず、教師側の意識が変化したことが挙げ

られる。児童生徒の状況に合わせて全ての児

童生徒が参加しやすい授業に変えようという

ユニバーサルデザインの視点を常にもつこと

で、授業が具体的に変わっていった。（ＵＤ

の４つの視点）それによって児童生徒の学び

に対する意識も、感想に見られるように少し

ずつ変化したことがわかる。

特に、授業を積み重ねていく中で子どもの

実態に対する手立てや方法のヴァリエーショ

ンが増え、教師の対応の幅が広がっていった。

授業はそれぞれのクラス、それぞれの児童生

徒に対応していく、いわば《オーダーメイド》

の要素を含むため、教師側の授業方法の幅の

広さも必要になってくる。ユニバーサルデザ

インの視点を意識した授業づくりをしていく

ことで、「このクラスには」「この子には」ど

う対応していこうかと試行錯誤し、その積み

重ねが対応力を高めていくことにつながっ

た。公開授業を参観した教師の感想に、ユニ

バーサルデザインの視点に対する指摘が多く

表れていたことからもそれはわかる。

現場での忙しさの中では、準備にたくさん

の時間を割けない場合も多いが、ユニバーサ

ルデザインの視点を意識して、「話し方」「め

あての確認」「情報量を考えた板書」など、

ちょっとした工夫や改善を続けていくこと

で、より多くの児童生徒の支援となる。

次に児童生徒の変化としてあげられるの

は、授業への参加の質が高まったことである。

授業内容の難易度や成長段階も影響し、小学

校と中学校での状況は異なったが、ともに変

化が見られた。小学校では、授業内容に、よ

り意識が向くようになり、意欲や集中力が高
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まったといえる。授業内容とは関係のないス

トレス（音・視覚的要素・予測できない流れ

など）をなるべく排除し、わかりやすい授業

を心がけることで変化が得られたのだと考え

られる。中学校の授業では、特定の生徒への

具体的な支援を工夫し、着席して静かに授業

を受けることができるようになるという効果

を得た。当初は机に顔を伏せ、寝てしまうこ

ともあった生徒が、次第に授業内容にも興味

をもち、１時間の授業に参加するという成長

が見られた。

Ⅲ 研究成果と今後の課題

（１）研究成果

第一に、｢すべての児童生徒が参加できる

授業づくり（＝授業のユニバーサルデザイ

ン）」を行っていくうえで、改めて、その学

習環境が土台であることが確認された。学習

環境のユニバーサルデザインにおいては、(1)
場や時間の構造化 (2)刺激量の調整 (3)目
標やルールの明確化 (4)相互理解の工夫

という４項目を立てて整理してきた。これら

の実践は、今まで教師が自然と行ってきた内

容である。つまり「ユニバーサルデザイン」

の基本的な考え方は、これまで行ってきた教

育活動と十分に重なるものなのだという発見

でもあった。

また、｢すべての児童生徒が参加できる授

業｣を作っていくためには、学習のルールが

確立され、お互いに認め合える環境づくり（静

かに話を聞こうとする姿勢、仲間の意見を受

け止めようとする気持ち、仲間の良さ・違い

を認め合う気持ち）が重要である。児童生徒

へのアンケート結果で、視覚的な刺激よりも

外部からの音の刺激が気になり、授業に集中

できないと回答する声が多かったことから

も、静かで落ち着いた学習環境が参加を促す

大切なポイントであることがわかる。上に記

した４つの項目(1)や(2)については、｢見通

しが持てないと落ち着かない」｢外部の刺激

（視覚・聴覚）が気になって落ち着かない」

といった児童生徒にとっては大変有効な手立

てとなる。このような｢場づくり｣とともに、

(3)と(4)のような｢気持ち・態度づくり」を

促進する項目を特に大切にし、安心できる環

境づくりをしていくことが、すべての児童生

徒が参加できる授業へとつながっていく。

第二に、｢授業のユニバーサルデザイン」

を目指した授業実践を通して、児童生徒の変

容が見られたことである。授業の視点として、

A 教材・教具の視覚化 B 作業・活動による

参加促進 C 時間の構造化 D ペア学習・グ

ループ学習による学習内容の共有化 を掲げ

て取り組んできた。それぞれの視点には、

A視覚化…わかりやすい・集中できる

B参加促進（作業・活動）…受け身でなく、

主体的に行動できる

C 時間の構造化…見通しが持てて安心でき

る

D 共有化（ペア・グループ学習）… 受け

身でなく、主体的に行動できる、仲間と

の活動で安心できる

といった効果があり、この視点を意識して取

り組んできた結果、研究当初より確実に授業

への参加率が上がったことは大きな成果であ

る。

（２）研究課題

一方で、今後の研究課題も明らかになった。

まず第一に《オーダーメイド》の授業づくり

の難しさが挙げられる。「全員が参加できる

授業づくり」を目指すためには実際の児童生

徒の学習におけるニーズを的確に把握し、目

の前の児童生徒に合わせた《オーダーメイド》

の授業が重要なことは先にも述べたところで

ある。しかし、現場での学習者のニーズは多

種多様であり、画一的にこうすれば良いとい

うマニュアルはない。



-  12  -

- 12 -

また、オーダーメイドの授業づくりを目指

すならば、児童生徒の実態を的確にみとるた

めに児童生徒の特性に関する専門的な知識や

手だてがあるとより実現に近づく。教師が支

援教育について学ぶ機会も必要であるが、こ

れらの知識や経験がなくても職場での職員同

士のコミュニケーションを通して対応力を高

めたり、支援学級職員と協力し、一緒に授業

づくりを行ったりなどの工夫で対応できるも

のと捉えている。

第二に、ユニバーサルデザインの視点ばか

りに教師側がとらわれてしまうことで、授業

を行う際の教科指導本来のねらいが薄れてし

まうおそれがあることも課題として挙げられ

る。この点に関しては、「授業のねらいは、

教科の学習目標達成であり、そのねらいに迫

る手段としてユニバーサルデザインの視点を

活用するのだ」との認識を持ち続けることが

大切である。また、ユニバーサルデザインの

授業の効果について、授業者として実感を得、

参観者や児童生徒の言葉からも理解の階層が

あがっているととらえているが、裏付けとし

て甘さが残る。

以上のことから、これからの展望としてユ

ニバーサルデザインの授業づくりを計画的・

継続的に実践していくことの重要性があげら

れる。それは、このユニバーサルデザインの

授業づくりを少しずつでも継続的に行ったこ

とで、より効果を得たと実感するからである。

更に継続していくなかで、裏付けもなされ、

授業づくりの工夫が増えていくと予想され

る。

目の前の児童生徒の実態を見極め、その児

童生徒一人ひとりのための授業づくりを進め

ていくことがユニバーサルデザインの授業づ

くりにつながっていく。教師の経験値だけで

はなく、誰もができるのがユニバーサルデザ

インの授業であり、その具体的な手だてを共

有できるような現場での仕組みづくりが今後

の重要な課題といえる。この「具体的な手だ

てを共有できるような授業づくりの仕組み」

と同時に、ユニバーサルデザインの視点を年

間計画に組み込み、計画的に実践していくこ

とが望まれる。

「全員が参加できる授業」を意識し、ユニ

バーサルデザインの視点をもつことで日々の

実践が変わり、児童生徒の成長につながる。
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